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「持続可能な開発のための教育(ESD)推進の手引」
(令和３年５月改訂版)

学校現場でESDを広めるには、実施する教員や教務担当が具体的なカリキュラムの
組み立てや地域との関係づくりを理解することが必須。こうした手法をステップバイス
テップで解説する手引きを作成。教員向け研修等で広く活用するもの。

タイミングとしては、昨年度からESDの理念を盛り込んだ改訂学習指導要領が段階的
に実施。国際的にも2021年5月に開催されたESD世界会議をキックオフとして、「ESD 
for 2030」という新たな国際枠組みが本格始動。

こうした学習指導要領の改訂や国際的な動向等も踏まえて、令和３年５月に「持続可
能な開発のための教育(ESD)推進の手引」を改訂。

この手引について 手引はこちら☞

各小・中・高等学校
大学や社会教育機関等の多様なステークホルダー 等

改訂のポイント

主な活用先

学校と多様なステークホルダーが連携しながら、学校教育におけるESDの実践が
進むよう、各学校を中心に活用いただく。

ESD実践のポイントとして、ESD実践のためのカリキュラム・デザインや、学
校内外での連携方法の促進について、内容を充実。

各学校等においてESDの実践が進むよう、具体的な取組事例の記載を充
実。
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